
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

 
１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

 

 

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

・活動中の子供の姿・声、子供同士や教諭との関わり 等を記載ください。 

４．振り返り＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 

 

 

幼稚園・学校番号 2076411 

施設名（園名等） 神山幼稚園 

・英 語 

 

・どの子も音楽と共に体を動かしながら英語で同じフレーズを何度も言われることで、回を重ねる毎に 

 自分たちから英語で話すようになる姿を見ることができた。 

・音や踊りからの情報や刺激は楽しいので、英語で言うことに対して恥ずかしがる、難しいと思う子が全く 

いないため、幼児が英語に触れて徐々に使えるようになるためには、良い方法だと思った 

・今後も続けることで異言語での表現活動が楽しいことだと思える工夫を今後もしていきたいと思った。 

・体を動かしながらの英語講師と一緒に英語やボディーランゲージでゲームや遊びを行い、クラスの友だち 

と楽しく英語を通して表現遊びを行うことで、一人ひとりの子ども自らが主体的に考えながら楽しく表現 

活動を展開できる活動なのでテーマに設定した。  

 

・担任は保育室を子ども達が動きやすいようにして行った。・音楽をかけるためのデッキを準備した。 

・英語の先生は全て英語で話すので担任は「英語でゲームやってみる？」と声掛けをする。 

・英語でのゲームを考えた動作を楽しく表現、英語で表現して、楽しく異言語に親しむ表現活動を行った。 

・さまざまな子どもがいるので、どの子も参加できるように、担任は常に英語の先生と共に活動し、年齢に 

応じてフォローした。 

・月２回～３回午前中に、ネイティブ英語講師と担任が共に、各クラスにて英語やボディーランゲージで 

ゲームや遊びを行った。 

・活動の様子を動画及び写真で記録し、保育終了後に振り返りを行った。 

・振り返りの結果をドキュメンテーションにて保護者・教職員に共有した。 

 

別紙３ 活動報告書 


